
 

基準値H27 目標値H31 基準値H27 目標値H31

農業振興施策

　新規就農者及び農業後継者の確保・育成に努めます。

　また、農業関係団体の農業生産振興対策を支援し、農業生産額の増加を目指し

ます。

施策2 林業振興施策

　林業団体への支援と新規林業従事者の育成に努め、林業生産額の増加を目指し 従事者数

ます。

施策3 畜産振興施策 従事者数

　畜産経営者への支援及び畜産業従事者の育成に努め、栄村牛のブランド確立を 飼育頭数

目指します。

施策1 創業支援施策

　創業希望者に対し、商工会・経済団体等の支援団体と協力し創業に向けた支援 相談件数

策の充実を目指します。

施策2 企業誘致促進施策

　地域に根差す企業の創業・誘致に努め、継続的な雇用の創出を目指します。

施策1

・基幹産業である稲作を中心とした新規就農
者及び農業後継者の確保並びに育成による
農業振興と、豊富な資源である森林を活用
した林業振興、肉牛生産を中心とした畜産
振興を図り、雇用促進と後継者育成を目指
します。

(1)農林畜産
業の振興対
策

(2)商工業の
振興対策

雇用者数

誘致企業
数

新規就農
者数

栄村　総合戦略　基本目標検討シート

基本目標１　 　 やりたい仕事ができる村づくり

重要業績評価指標（KPI）
③施策（案）②基本的方向

①人口ビジョンや村民アンケートから見える
栄村の現状と課題

④関連する施策
数値目標

テ
ー
マ
　
雇
用
創
出

・本村に対する満足度で「不満である」と答えた
中で、「就労環境」「起業・開業のしやすさ」につい
ての不満度が大きい。

・村外に進学後、働く場所が少ないなどの理由に
より、戻りたくても戻れない、あるいは自分のやり
たい仕事を求めて転出してしまう。

・若い世代が将来就きたい仕事の職種と村や周
辺の市町村で提供されている仕事の種類と量に
ギャップがある（雇用のミスマッチ）。

創業・誘致企業数

資料 １

施策3 商工業振興施策

　村内企業・商工業の経営安定と村内消費拡大を図り、地域の活性化を促進し

ます。

施策1 自然エネルギー施策

　自然エネルギーを活用した事業の創造・企業誘致による雇用の創出と、自然の 施設数

豊かさを実感できる村を目指します。

施策2 地場産業施策

　村の伝統工芸の後継者育成による雇用創出と文化の継承及び地域振興、特色 後継者数

ある村づくりを目指します。

・創業支援・企業誘致により就労・雇用の場
の確保を図るとともに、村内商工業者による
消費拡大施策、経営安定支援を行います。

・新エネルギーを活用した事業の推進及び
伝統工芸技術の継承施策による起業支援
により、村に新たな雇用の創出を目指しま
す。

振興対策

(3)地域資
源を活用し
た新たな雇
用の創出対
策

・転出する予定の多くの理由が、仕事がないこと
に関するものである。

・村民の中に、「企業誘致」があるが、地場産業を
育てたり観光振興を図ることによって雇用を誘発
するという意識がまだ薄い。



 

基準値H27 目標値H31 基準値H27 目標値H31

施策1 移住・定住促進施策

　移住・定住を強く進めるため、相談窓口を設置するとともに、就労支援や住宅等

生活支援の情報発信を積極的に行い、克雪も含めた住環境施策の充実を目指し

ます。

施策2 地域おこし協力隊活用施策 受入人数

　村内各集落に居住し地域おこし支援や集落活動の支援を実施し、集落へ定住を 定住者数

促す「地域おこし協力隊」の積極的な活用を図ります。

施策1 地域資源活用観光施策

　登山、雪、ジオパーク、地域の宝等、地域資源を活用した観光振興を図り 観光者数

着地型観光による交流人口の促進を図ります。

施策2 広域観光推進施策

　県、近隣市町村、民間企業者等と連携を図り、広域観光の強化推進を図り交流

人口の促進を図ります。

栄村　総合戦略　基本目標検討シート

テ
ー
マ
　
人
口
の
社
会
増

基本目標２　　　若者や女性が集まる村づくり

①人口ビジョンや村民アンケートから見える
栄村の現状と課題

②基本的方向
数値目標

③施策（案） ④関連する施策
重要業績評価指標（KPI）

・高校生世代の多くは、卒業後「村外に住みた
い」と答え、将来的には戻りたいという割合が半
数いるものの、その多くは21年以上後に戻るとい
う回答であり、実質戻るかどうかもわからない回
答。

・戻らない理由の多くが「仕事」に関するものだ
が、若い世代が主役になるような雇用の場が少
ないので、定住につながらない。

・村民の中に、「空き家の活用を積極的にPRす
る」や「移住目的で来た人、Uターン者に対して助
成制度をつくる」など、移住施策を積極的に行う
べきだという声が強い。

（１）移住・定
住促進対策

相談件数

・豊かな自然と村民の温かさや地域文化等
村の魅力を発信し、移住に必要な情報や環
境を整備することにより移住定住の促進を
目指します。

・村民が地域資源の魅力を認識し、その資
源を観光商品化する事や、栄村の魅力を多
くの人に積極的に情報発信し交流人口の促
進を目指します。また、広域観光事業の強
化と姉妹都市、友好都市との交流を一層促
進します。

広域観光
者

（２）交流人口
促進対策

社会移動数



 

基準値H27 目標値H31 基準値H27 目標値H31

施策1 結婚支援施策

　結婚希望者に出会いの場を提供するための結婚支援活動を推進していきます。

施策1 出産支援施策

　安心して出産できる医療体制の確保について、県や近隣市町村と連携して進め 出生数

ます。

施策2 子育て支援施策

　子育て支援体制及び保育体制、子育てに係る経済的支援等を検討し、子育てし

たい村づくりを進めます。

施策1 ふるさと教育施策

　地域の自然、歴史、文化、伝統行事等を活用し、村に誇りを持ち地域への愛着

を深め、戻ってきたくなる教育を推進します。

施策2 教育振興・支援施策

　教育体制や環境整備を図り学力と体育の向上を図ります。

　また、教育に係る経済的支援策の充実を図ります。

コミュニ
ティース
クール指
定校

教育環境
満足度

合計特殊出生率

年間出生数
イベント数

栄村　総合戦略　基本目標検討シート

テ
ー
マ
　
人
口
の
自
然
増

基本目標３　　安心して出産し子育てできる村づくり

①人口ビジョンや村民アンケートから見える
栄村の現状と課題

②基本的方向
数値目標

③施策（案） ④関連する施策
重要業績評価指標（KPI）

・村民アンケートでは世帯収入など経済的事情で
理想的な子どもの数を持てないとする意見がトッ
プである。

・「子育てしやすい村」であるとする意見は半数を
超えるが、「通学に不便」、「子どもが少ないので
友達の少なさが心配」、「子どもの医療体制に不
安」など個別の問題を指摘する声も多い。

・「日常的に子どもをみてもらえる親族、知人、施
設」については概ね良好な環境にあるといえる
が、出産をきっかけに仕事を辞めざるを得なかっ
た、仕事の復帰に勤務時間などの壁があるな
ど、子育てと仕事の両立については良好な環境
にあると言えない。

・若い人の数が少ないため、出会いが限られて
おり、未婚化、晩婚化が進んで、産む子どもの数
も少なくなる。

（１）結婚対策

・近隣市町村との連携によるイベント等も視
野に、出会いの場の創出を目指します。

・出産、子育てに係る支援施策の充実を図
り、安心して出産、子育てができる環境整備
を進めるとともに、出産・子育て世代の交流
機会の創出を目指します。

・自然環境や地域資源を活用し、子どもたち
が地域への愛着を深めるための特色ある教
育の環境の整備を目指します。

子育て環
境満足度

（3）教育対
策

（２）出産・子
育て対策



 

基準値H27 目標値H31 基準値H27 目標値H31

施策1 健康づくり施策

　村民の健康づくりの推進と予防対策を重点に取組み、高齢者でも明るく健康で暮

らせる村づくりを目指します。

施策2 医療機関確保施策

　身近な医療環境を整えるため、村内診療所及び広域連携による医療体制の確保

を図ります。

施策3 地域包括ケア施策

　高齢者が住み慣れた地域で、自分らしい生活を継続していくため、地域の包括的

支援・サービス提供体制の構築を推進します。

施策1 雪対策施策

　克雪対策の一層の充実を図り、降雪時期でも過ごしやすい村づくりを進めます。

施策2 公共交通施策

　学生や交通弱者の支援のため、運行会社と連携し路線バス及びデマンドバス、 利用者数

ＪＲの利用向上対策を進めます。

施策3 買物支援施策

　高齢化の進展により買物弱者対策の構築を推進します。

施策1 集落支援施策

　集落や地域団体が自主的に行う地域活性化施策等を推進し、地域のにぎわい作

りを目指します。

　また、地域おこし協力隊等、マンパワーの提供を支援しコミュニティの維持・向上に 支援件数

取組みます。

施策2 地域文化施策

　受け継がれた暮らしや文化、風習、歴史等について継承し郷土を愛する教育等を 講座開催
数推進します。

栄村　総合戦略　基本目標検討シート

テ
ー
マ
　
ま
ち
の
創
生

基本目標４　　いきいきと暮らせる村づくり

①人口ビジョンや村民アンケートから見える
栄村の現状と課題

②基本的方向
数値目標

③施策（案） ④関連する施策
重要業績評価指標（KPI）

・村民の約4割に「ずっと住みたい」という定住意
欲があるものの、高校生世代では０％であった。

・「住みたくない」とする理由は、村民では「冬の
生活が大変」「買い物が不便」「働きたい会社が
ない」が上位を占めているが、高校生世代では
「買い物が不便」「働きたい会社がない」の回答
に加え、「都会に興味がある」「むらに活気がな
い」を挙げている。

・一方、栄村のいいところとして、村民も高校生世
代も「住民の温かさ」「豊富な自然」「日常の生活
環境」「食べ物」「治安の良さ」を挙げている。本
村の将来像については、高校生世代から「にぎ
やかな」「明るい」「活気がある」「生き生きとした」
などポジティブな村をイメージしている。

（１）保健・医
療・福祉対策

えー村だと思う村民の割合

村に住み続けたいと思う村
民の割合

じょんのび
サロン参
加者

医療機関
数

（２）生活環境
対策

特定健診
受診率

・村民がいつまでも健康で、いきいきと暮ら
せる地域をつくり、高齢者でも安心して暮ら
せる村を目指します。

・冬の雪に負けない栄村独自の克雪対策を
実施し、冬でも過ごしやすい環境づくりを目
指します。また、公共交通の利用向上対策と
高齢者の買い物弱者対策に取組み、高齢者
でも暮らしやすい村づくりを目指します。

・人口減少により地域の活力が失われつつ
ある状況であることから、村外の若者やボラ
ンティア等の交流を取り入れ、地域のにぎわ
いづくりを目指します。また、暮らしや風習、
地域文化の継承を推進します。

（３）地域文
化・集落支援
対策

冬の生活
満足度

支援対策
件数


